
No. 205

16 -1st- 17
26 -2nd- 9
24 -3rd- 7
19 -4th- 21

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 7 1 3 2 3 0 0 2 2 2 4 4 4 1 0 18:59
5 * 9 1 3 3 5 0 0 2 0 0 0 0 2 1 0 17:14
6 7 1 3 2 3 0 0 1 1 3 4 1 2 2 0 16:39
7 * 13 3 11 2 2 0 0 3 0 2 2 1 1 1 0 24:33
8 * 13 0 0 6 9 1 1 4 6 2 8 1 0 0 0 23:20
9 10 2 5 2 3 0 0 3 2 2 4 3 7 2 0 24:30

10 * 8 2 3 1 1 0 0 0 0 6 6 2 5 0 0 20:15
11 5 1 2 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 17:43
12 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
13 7 1 1 2 5 0 0 4 1 2 3 1 0 0 0 22:41
14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
15 6 2 7 0 0 0 0 3 0 1 1 0 2 0 1 14:06

0 0 3 3 0
合 計 85 14 38 21 34 1 1 23 12 24 36 13 23 7 1 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

3 4 0 1 2 3 0 2 1 2 2 4 1 0 0 0 10:51
4 1 0 1 0 1 1 2 0 0 3 3 0 0 0 0 20:50
5 * 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 3 0 1 0 0 23:08
6 5 0 0 2 7 1 2 0 1 2 3 0 1 0 0 12:39
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 5:50
8 * 8 0 0 4 5 0 2 3 1 5 6 1 0 0 0 24:52
9 * 18 2 5 3 7 6 8 0 0 4 4 2 1 1 0 30:09

11 * 5 1 2 1 1 0 0 1 0 2 2 1 1 0 0 26:36
12 * 6 0 1 1 5 4 7 1 1 0 1 4 1 2 0 16:22
21 6 0 0 3 8 0 0 0 1 1 2 2 1 1 0 21:09
22 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7:34

0 1 2 3 2
合 計 54 3 10 16 38 13 25 6 8 23 31 16 6 5 0 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S:
試投 2P: DR: ST: OT: 延長

FT: TOT: BS:

NO.

スターター

シュート率

第1ピリオド、日本のスタートは、#10中畑、#7田中、#4藤吉、#8森、#5冨崎。キャンベラは
開始からオールコートディフェンス、モーションオフェンスで#8Kathが加点。日本は#7田中
が積極的に攻撃し、#10中畑が3Pシュートを決めるが、キャンベラも#9Michaelaの3P
シュートで対抗。その後は交替して入った#11牛田がゴール下や#5冨崎が加点するが、
相手のモーションオフェンスに苦戦し、16-17。1点ビハインドで第1ピリオド終了。

第2ピリオド、日本は#10中畑、#7田中、#6山田、#11牛田、#5冨崎。開始早々に#5冨崎の
シュートで逆転し、#7田中の3Pシュート、#6山田のドライブで徐々に引き離しにかかる。
#13濱口、#9林、#15櫻木が交替で入ると、日本は更にプレッシャーを強め、インサイドの
得点を抑える。キャンベラはディフェンスを切り替えるが、日本の勢いは止まらない。#15
櫻木の3Pシュートや、#13濱口のポストプレイ、バランスの良いパス回しから#6山田の3P
シュート等で42-26の36点差をつけて前半終了。

第3ピリオド、日本のメンバーは、#10中畑、#7田中、#4藤吉、#5富崎、#8森。日本の勢い
は止まらず、#7田中の3Pシュート、#8森の連続得点、#4藤吉の速攻等、出場する選手が
バランスよく得点。課題のリバウンドも体を張ってボールを保持する。キャンベラは、
#11Sarahが得点するが、日本のプレッシャーディフェンスが効き、得点できない。終了間
際に#9林が3Pシュートを決め、66-33のダブルスコアで最終ピリオドへ。

第4ピリオド、日本のメンバーは、#9林、#7田中、#15櫻木、#8森、#13濱口。キャンベラは
#9Michaela、#8Kathが連続得点。日本はファウルが増え、点差はあるものの、流れの悪
い時間帯を迎える。しかし、その後#15櫻木、#4藤吉、#7田中の3Pシュート、#8森のポス
トプレイで再び一気に差を広げ、#9林のブザービートで試合終了。85-54で1勝をあげた。

日本はこれまで課題であったリバウンド本数で初めて相手に勝り、また、オフェンスの決
定力不足も試合や練習を重ねるにつれて、選手達の共通理解も増え、チームとしての得
点を取る事ができ、1勝4敗ではあったが、充実した形で遠征を終えた。

ファウル

ブロックショットトータルリバウンドフリースロー

選手名
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％:
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M:
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U-24日本
(通算1勝4敗)

No.
3P FG

U-24日本代表

○ ●

85 54

S

開催場所：

試合区分：

期 日：

平成23年度バスケットボール女子U-24日本代表チーム 第2次強化合宿(オーストラリア遠征)

オーストラリア・キャンベラ AIS
女子 練習試合
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出場時間フィールドゴール

Darcee

3ポイントシュート

Claire

Lavren
Shelley
Olivia

Abbie

小嶋裕二三 / TEAM

2ポイントシュート

森 ムチャ
林 眞未
中畑 恵里

大沼 美咲

Bath

Michaela
Sarah

濱口 京子

田中 真樹

櫻木 千華

牛田 悠理
元山 夏菜

冨崎 里奈
藤吉 佐緒里

山田 茉美

FT
BSPTS

開始時間：

(財)日本バスケットボール協会

大会名称：

2011(H23)年6月4日 (土)
16:00

主審：

副審：

コミッショナー：


